
重点目標 評価項目 現状 達成目標　 評価の観点 評価 改善策

【小学部】
個別の指導計画の内容の充実と活
用

・児童の実態が昨年度以上に多彩に
なっている。昨年度不十分であった、
学部で協力して取り組んでいく体制
づくりに取り組んでいこうと考える。

・部や学級内で情報を共有しながら
年間指導計画（学部書式）を試作・実
践し、内容の充実と活用を図る。

・学部独自の年間指導計画を試作・実践
できたか。
・部内や学級内で定期的な報告・検討の
場を設けられたか。

【B】
・書式の試作と実践、部内での情報共有などは概ね
行えたが、書式や活用方法についての検討は引き続
き行う必要がある。また、情報共有だけでなくそれぞ
れの児童の課題などについて部内で指導法や事例
検討などが進められると良い。

　
・学部の書式を検討しながら、学部内で情報共有・意
見交換の場を設定し、指導に活かすことができるよう
体制づくりに取り組む。

【中学部】
・個々のニーズに応じた指導法・教
材の工夫

・生徒一人ひとりの実態が異なり、
個々のニーズがちがう。
・一人ひとりの実態を把握し、情報交
換を行い、共通理解を図り対応す
る。

・個々の実態に応じた授業を展開す
る。

・朝の打合せや学部会、日々の学習の
様子の情報交換を丁寧に行えたか。
・実態に応じた教材等を工夫し、効果的
に実践に活かすことができたか。

【A】
・情報交換を丁寧に行えた。
・実態に応じて教材を工夫し、実践した。生徒の成長
が見られた。

・今後も継続していく。更に生徒の成長につながる教
材の工夫や指導の在り方について情報交換を行う。

【やしお学級】
・児童生徒にとっての確かな学びを
展開するための指導の計画や評価
の実施

・昨年度よりこれまでの年間指導計
画から、単元指導計画の作成を開始
し、年度によって基本方針が変わる
ことのないような指導体制の構築を
目指している。

・単元指導計画の活用と評価を実施
し、振り返りと見直しを行う。

・長期的な視点で単元指導計画を作成
するために、各単元の実施前・中間・実
施後の話し合い等による評価の実施と、
それによる改善を行うことができたか。

【B】
・様々な形での情報交換等を行うとともに個々の実態
に応じた授業を実施できたが、単元指導計画の評価
と改善という意味では実施が不十分だった。

・単元指導計画と各単元毎の月案の目標についての
見直しを行い、評価の方法について、より効果的な方
法を模索していく。

【進路・卒後支援部】
・キャリア教育の視点を取り入れた
学習指導の充実

・昨年度、各学部でキャリア教育重
点目標を決め、達成に向けて学習活
動に取り組んだ。さらにいろいろな学
習内容が考えられる。

・キャリア教育全体計画に基づき各
学部で重点目標を設定し、キャリア
教育の視点を意識した具体的な実践
を行い、指導事例を進路だよりに掲
載する。

・キャリア教育全体計画に基づき各学部
で重点目標を設定し、キャリア教育の視
点を意識した具体的な実践を行い、指導
事例を進路だよりに掲載できたか。

【B】
・予定通りキャリア教育実践を進路だよりに掲載でき
たが、普段から学校全体でキャリア教育を意識できる
ような取り組みが必要である。

・年度当初の職員会議でキャリア教育全体計画を周
知する。
・引き続き各学部での進路説明会を行い、進路指導
やキャリア教育の充実を図る。
・進路だよりの内容の充実を図り、各学部での実践内
容を知る機会を増やす。

【高等部】
・生徒が心身ともに安全で安心して
学べる学校環境作り

・身体面に対して細心の注意が必要
な生徒や心理面への配慮を多く必要
としている生徒がいるため。

・生徒一人ひとりが心身ともに安心
し、安全に学校生活を送るための配
慮事項を、常に意識しながら生徒と
関わる。

・生徒一人ひとりの配慮事項を共通理解
する場を日常的に設けることができた
か。
・新たに生じた課題について学部会等で
検討し、共通理解して生徒に関わること
ができたか。

【A】
・本人、保護者を始め、関係諸機関と連携し、生徒の
心身の状況に関する十分な情報や配慮事項を確認
し、学部会や記録、朝の打ち合わせの連絡等で共有
することができた。

・生徒の配慮事項などの情報を共有することはできた
が、教員一人ひとりがそのことを常に注意しながら生
徒と関わる必要がある。

【健康安全指導部】
防災教育の充実と実践力の構築

・昨年度、宇都宮気象台の方を講師
にお招きし、教職員対象の防災研修
を実施した。今年度も夏季休業中に
実施を予定している。
・各種避難訓練実施の際には、児童
生徒への事前事後学習を学級担任
が行っている。

・教職員が研修を重ねることで、自ら
の判断で、自分の身や児童生徒の
身を守ることができる力を身につけ
る。
・児童生徒が「自分の身を自分で守
る」ことができる力を身につけられる
ような事前事後学習を実施する。

・教職員が適切な判断力を身につけるこ
とができたか。
・児童生徒が自ら考え行動することがで
きたか。

【B】
・今年度も宇都宮気象台の方を講師に招いて、教職
員対象の防災研修を実施することができた。先生方
の意識も高まりつつある。まだ、教職員が自分で判断
して適切な避難を即決することが難しい様子も見られ
るので、引き続き研修等を重ねていきたい。
・係内で検討し、事前事後学習の資料を準備した。指
導は、各学級の実態に応じて学級担任が実施した。
児童生徒の様子にも少しずつ変化が見られてきた。

・防災研修に終わりはないので、今後も継続した研修
等を企画していく。

・事前事後学習の資料については、今後も検討し、児
童生徒の実態に応じた内容を精選していく。また、継
続して指導することで学校にいるときだけでなくどんな
ときでも「自分の身を自分で守る」ことができるような
児童生徒の育成を目指していきたい。

<教育目標＞　児童生徒の病状、障害に応じた教育を行い、一人ひとりの個性、能力、創造性を伸ばし、社会に参加、貢献できる人間を育成する
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１　学習指導の充実

○分かる授業を展開するため、教材
開発や指導法の研究に努めるととも
に、将来を見据えた指導を推進し、
児童生徒に寄り添った取組を推進す
る

・個別の指導計画の適切な作成と
  充実･活用
・個々のニーズに応じた指導法･教
  材の工夫（ICT機器の活用含む）
・キャリア教育の視点を取り入れた
  学習指導の充実

２　健康・安全の充実

○児童生徒が心身ともに安全で安心
して学べる学校環境づくりに向け、施
設･設備の点検、マニュアルの点検
を行うとともに、実践的な対応力の育
成を目指す

・防災教育の充実
・医療的ケアの安全実施
・施設･設備の保守点検の徹底及
  び環境整備
・各種マニュアル等の点検整備

　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：達成できた　　　Ｂ：概ね達成できた　　　Ｃ：改善が必要

＜学校経営方針＞　1　子どもを中心に据え、一人一人の実態とニーズに応じた教育を行う

　　　　　　　　　　　　　2　安全で安心して学べる学校環境づくりに努める

　　　　　　　　　　　　　3　学校・家庭・病院・地域が連携した学校づくりに努める

　　　　　　　　　　　　　4　信頼され、教職員が働きがいのある学校



重点目標 評価項目 現状 達成目標　 評価の観点 評価 改善策

【おおるり分教室】
・地元校との効果的な連携を図るた
め、アンケート調査を実施

・入院中の分教室と地元校との連携
について評価する方法が確立されて
いない。

・アンケート内容を検討する。様々な
病状や復学のスタイルに対応できる
ように配慮する。
・実際にアンケート調査を実施、回答
を整理する。

・様々なケースに対応可能なアンケート
が作成できたか。
・実際にアンケート調査を実施し、結果を
整理できたか。

【B】
・アンケートを作成し、調査を開始することができた（１
１校実施、５校回収）
・回答の整理、分析等は今後の作業になる。

・必要な情報を確認して、アンケート内容の充実を図
る。
・結果の分析をし、地元校との連携上の課題を明確
にしていく。

【教育計画部】
・地域との連携強化

・本校の地域への啓発が十分ではな
い。
・地域資源について、十分把握され
ておらず、活用も不十分である。

・地域への啓発活動を進めることが
できる。
・地域資源について把握し、活用方
法等マニュアルを作成し、活用するこ
とができる。

・地域への啓発を行うことができたか。
（学校だよりの発行、作品展の開催、
ホームページの活用等）
・地域資源の活用方法を整理し、活用で
きたか。
（地域資源の把握、職員のニーズの把
握、活用方法の整理）

【A】
・学校だより、作品展などを通して地域への発信、啓
発を行うことができた。
・地域資源の活用については、不十分だった。

・今年度の成果（学校だよりの発行、作品展の開催）
をふまえて引き続き地域への啓発を行う。
・地域資源の内容、活用の手順を校内向けに地域連
携だよりなどで職員に周知する。合わせて校内の
ニーズの把握を行っていく。

【学習指導部】
・相手校・団体と相互理解を図った
交流及び共同学習の実施

・特別な配慮を必要とする児童生徒
が多く在籍しているため、交流及び
共同学習を実施する際には、細心の
注意が必要であることを伝えている。

・相手校・団体と連携し、相互理解を
図りながらPDCAサイクルに基づき交
流及び共同学習を実施することがで
きる。

・相手校・団体と話し合いを行い、相互理
解をもって計画を立て、実施することが
できたか。
・実施後、相手校・団体と話し合いを行っ
たり、アンケートを行ったりすることで、次
回につながる評価を行うことができた
か。

【A】
・担当者同士で連携を図り、充実した交流および共同
学習ができたと思われる。今年度、アンケートを実施
することができた。頂いたアンケートは次年度に向け
て参考となった。

・相手校の児童生徒へのアンケートについては、記述
式だけでなく、選択項目を入れるように改善していき
たい。

【渉外部】
・PTA活動の充実

・活動に参加できる保護者が少ない
ため、アンケートを実施して、保護者
の意見を集めている。参加できる保
護者にも、事前に意見を考えてもら
えるため、話し合いに役立っている。
・参加できなかった保護者には活動
の様子が伝わらない。

・アンケートの実施時期や項目等を
保護者の意見を取り入れ改善する。
･活動内容・様子・成果等を校内外に
発信する。

・アンケートの改善をすることができた
か。

・活動の内容等を校内掲示やホーム
ページで発信することができたか。

【A】
・会長の意見を聞き、保護者の負担を減らすため、行
事の感想を学期末に行うアンケートの中に取り入れ
た。
・ホームページや便りなどで、PTA活動を十分に校内
外へ発信することができた。

･今後もアンケートの内容の見直しを適宜行い保護者
の声を活動に生かしていく。
・PTA総会時にホームページのお知らせをし。更に周
知を図る。
・研修会以外のPTA活動に関しても校内掲示を検討
する。

【学籍情報管理部】
・情報管理において、一人一人が高
い資質と実行力を伴う学校組織の
強化

・個人情報などの保護管理のため、
パスワードを使用している。セキュリ
ティの強化やPCの情報をより有意義
に活用できるように、全職員の情報
管理についての意識やスキルを高
める必要がある。そのため、情報資
産取扱の手引きを活用しやすいよう
に適宜内容を改訂している。また、
ICT機器の活用についての意識を高
めるため、必要に応じて研修会を実
施する予定である。

・情報資産取り扱いの手引きを活用
して、PCの情報を適切な環境で管理
し、活用することができる。
・研修会を通して、情報管理について
の意識やスキルを高めることができ
る。

・情報資産取扱の手引が活用されたか。
・情報漏えいがなかったか。
・研修会等を通して、教職員が情報管理
についての意識やスキルを高めることが
できたか。

【B】
・研修会を通して、情報管理についての職員の意識
向上を図ることはできたが、ICT機器の活用について
は、教育現場で適切に使えるように意識やスキルの
向上を図る必要がある。

・情報セキュリティ研修やICT機器の活用についての
研修を実施して、職員の意識やスキルの向上を図る
ようにする。
・改訂した情報資産取り扱いの手引きを校務用データ
で共有すると共に、冊子にして使いやすい環境へ整
える。

【支援部】
・連携が円滑に図られ信頼関係に
基づく協働体制の確立

・昨年度末、各業務の流れや資料等
をまとめた「支援部ファイル」を作成
したが、不十分な点や今年度変更し
た点がある。また、「やしお学級の就
学」に関しては、支援部として関わ
る、医療・各市町教育委員会との連
携においての課題・反省点が残って
いる。

・支援部業務の流れ、関係各所との
業務分担を明確にしたマニュアルを
作成し、職員に周知することで、連携
が円滑に図れるよう体制作りをする。

・分教室、各主事主任、担任等と連携を
図る業務について、分担や流れを明確
にすることができたか。
・教員全員が「支援部の業務の流れ」が
分かるようなマニュアルを作成し、周知
することができたか。

【B】
・支援部マニュアルを作成し、業務ごとに関係各所と
の連携や業務の流れについて、一覧にした。また、マ
ニュアルについて教員全員に周知することができた。
しかし、書式の統一や内容の精査、分かりやすさ等、
不十分な点も残る。

・今後も内容や書式を見直し、精査しながら作成を継
続し、よりよいものにしていく。

4　協働体制･専門性の向上

○信頼され、頼りにされる学校を目
指し、協働体制の確立･専門性の向
上を図り、働きがいのある学校づくり
を目指す

・連携が円滑に図られ信頼関係に
  基づく協働体制の確立
・一人一人が高い資質と実行力を
  伴う学校組織の強化
・病弱特別支援学校としての専門
  性の向上
・授業に生かせる研修の充実

３　地域連携

○学校・家庭･病院・地域の連携強化
を図り交流及び共同学習の充実、地
域に根ざした特色ある学校づくりに
努める

・学校間交流･地域交流の推進
・カリキュラムに沿った地域での体
  験活動の検討
・広報活動の充実
・高校生支援の継続検討


